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～ 20km），そして遠距離（30km ～ 80km）という石材
獲得のための三つの活動範囲の範疇それぞれにおける二
次加工を施されたものの石器インダストリー全体に占め
る比率を計算したもので，近距離が 55 ～ 98%，中距離


































































































で，冬の期間に製作されていたことになる（Bodu et al. 
2006）。
表 1　パンスヴァン遺跡の冬用（Ⅳ 0）と秋用キャンプ（Ⅵ 20） 













































る（Olive 2005）。石材は中距離（20 ～ 30km）の産地
A B
図 1　景観の組織化の二つのタイプ
A：場当たり的戦略（stratégie opportuniste），Ｂ：計画的戦略（stratégie planifiée）（Djindjian et al. 1999）。A：ベースキャンプ
（camp de base），狩猟（chasse），漁猟（pêche），狩猟の避難所（abris de chasse），顔料の採集場（dépôt de colorants et lieux
d’extraction），獲物の解体場（lieux d’abattage），フリントの産地と加工場（ateliers, dépôt de silex），墓地（sépulture）。B：夏用ベー
スキャンプ（camp de base d’été），冬用ベースキャンプ（camp de base d’hiver），採集（récolte），漁猟（pêche），狩猟（chasse），
鉱物資源の採取場（dépôts de matières minérales），毛皮用の動物の狩猟（chasse aux animaux de fourrure），春の移住（migration 
de printemps），冬の帰還（retoure aux camps d’hiver）
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からもたらされたものが中心的な役割を果たしており，
遠距離のもの（70 ～ 80km）はわずかである（Mauger 
1994）。一方，秋用のキャンプである U5 と P15 のうち，
石器製作場（アトリエ）として機能したのは U5 であり，
P15 の方は石器生産が量的にも質的にも劣っている。両
者の関係は，U5 が P15 に移り，再び U5 に戻るという
ものであるが，この時 2 ユニットのうちの 1 ユニット
だけが冬期に滞在したと想定されている（Olive 2005， 






































































































































































































































1，そして新石器時代にはカルパチアン 2a と 2b がそれ
ぞれ利用されるとした。オーリナシアン期には，黒曜石
を利用したのは原産地の近隣に位置する遺跡のみで，黒





















給圏」には，① 25km，② 85km，③ 250 ～ 350km と
があり，黒曜石が石材全体に占める割合は，①が 80%，


















ナヤ＜Заскалыная＞ V，VI）である（Степанчук 2006， 
























































であり，それは < 永訣（adieu）から別離（au revoir）












































用する（Pigeot 〈ed. 〉 2004），あるいは，子供たちのた
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Abstract
This paper discusses some methodological issues on the physico-chemical analysis of the geologic source of 
lithic artifacts, setting into the archaeological studies. Main discussing points are 1） on the controversial points of 
typological analysis of lithic tools, 2） necessary research of whole industry consisting lithic tools and bone artifacts, 
etc., as viewed from so-called chaîne opératoire, and 3） critical importance of researches between the “territory” of 
hunter-gatherers and the source provenance of lithic raw materials.
Keywords: sources of lithic raw materials, “chaîne opératoire,” “territory,” bone ornament
Masayoshi Yamada
Notes on the studies of lithic raw material sources: a case of 
European Upper Paleolithic
